
煙突用断熱材使用煙突調査フロー図（様式３記入用）

煙突用断熱材使用煙突調査開始

石綿含有状況「無」を選択。
措置状態「―」を選択。

石綿含有状況「不明」を選択

不明な部分以外、すべての欄に記
入が必要。
調査状況は自動的に「未完了」と
なる。

措置状態「措置済み」を選択。

措置状態「未措置劣化無」を
選択。

専門家等による調査の未実施等の関係
で不明となってしまう場合は以下のとおり。

措置状態「未措置劣化状況不明」を選択。
不明な部分以外、すべての欄に記入が
必要。
調査状況は自動的に「未完了」となる。

措置状態「未措置劣化有」を選択。
また、措置の予定時期を「平成30年度
/31年度/32年度/33年度/34年度/35
年度以降」より選択。

対策が必要

図面や台帳等による基本情報の確認

※図面等がない場合や図面等で確認できな
い場合には現地で確認する必要がある

煙突あり

記入不要

煙突なし

煙突用断熱材あり

記入不要

煙突用断熱材なし
（石綿セメント円筒等はここに分類）

煙突用断熱材に
石綿が使用されている

煙突用断熱材に
石綿が使用されているか不明

煙突用断熱材に
石綿が使用されていない

石綿含有状況「有」を選択。
図面や台帳等による措置状況の確認
※図面等がない場合や図面等で確認できない場
合には現地で確認する必要がある
※石綿含有状況が「不明」であるが、「措置済み」
である場合は、石綿含有状況「有」と入力すること
で、調査状況を「完了」とすることができる。

未措置
措置済
（封じ込め、囲い込み状態等）

専門家等による
劣化状況等の確認

損傷、劣化等があり、
飛散のおそれがあるもの

劣化状況が不明

損傷、劣化等がなく、
飛散のおそれがないもの

再確認

再確認

煙突１本ごとに、学校法人番号※、設置者、
学校番号※ 、機関種別、機関名、建物種別
を記入。（ ※私立大学のみ記載）
使用状況「使用中/停止中」を選択。
図面や台帳等を確認して、煙突長さ、煙突
太さを記入。

別紙４


